
 

教 育 研 究 業 績 書 

                                         2024年 5月 1日 

                              氏名  仙 波 希 望       

研 究 分 野 研 究 内 容 の キ ー ワ ー ド 
１．都市研究 広島、平和都市、ポストコロニアル都市理論 

２．カルチュラルスタディーズ 場所の感覚、表象文化論 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 
事      項 年月日 概      要 

１ 教育方法の実践例   

1.1 ピア・レビュー制度の実施  

 

平成31年4月〜 

 

担当講義・演習では、レポートを複数回課す場合、必ず「ピア・

レビュー」を実施してきた。これは、受講者で複数人のグルー

プをつくり、それぞれのレポートを読みあう中でたがいに「批

判」すべき点、「見習うべき」点を指摘しあう試みである。「ピ

ア・レビュー」開催時には通常のものとは異なる特別なディス

カッションシートを用意し、それぞれが必要事項を記入しなが

ら、上記のポイントを提示しあう。この制度はとりわけ導入か

ら時間が経つにつれ、めざましい効果を発揮してきた。 

 

1.2 多元的なフィードバックの実

施 

 

平成31年4月〜 

 

レポート提出のみで終わるのでなく、三方向にわたるフィード

バックを実施している。優秀なレポートを執筆した学生には、

壇上で自身のレポートを発表する機会を与えている。こうした

エンパワーメントが、レポート執筆にむけたインセンティブと

なっている。くわえて全体的なレポート・フィードバックを必

ず実施している。ここでは内容以上により形式的な面での指摘、

そして、テクニカルな面での改善方法を明示している。パラグ

ラフ・ライティングの方法や、レポートの構造をどうつくるか

など、実践的な面に踏み込むことにより、次回やこれからのレ

ポート執筆に意味をももちうる教育をおこなっている。 

 

1.3 オンライン授業環境の構築  令和2年4月〜 2020年4月以降、随時非対面形式での講義・演習をおこなってき

た。Microsoft Teamsとzoomを併用し、毎度の課題のフィードバ

ックの実施、質疑応答チャネルの設置やオンライン上での反転

授業の導入による双方向性の担保、録画素材、レポート、そし

てライブ配信など様々な形態を複合的に活用した講義スタイル

の構築をはかった。所属学科全体のオンライン教育の導入推進

担当もつとめている。 

２ 作成した教科書，教材 

 

  

３ 教育上の能力に関する大学等

の評価 

  

3.1 授業評価および学内評価 

 

令和4年4月 令和3年度の授業評価は平均で3.75(4点満点)であり、学内平均

値(3.17)を大幅に上回るものであった。大学側の評価としては

全ての年次において総合評価・業績評価ともに「S」評価であり、

これは全体の上位約7%に位置するものであった。 また担当授業

(「コミュニケーション基礎論」)が、令和4年度前期 授業評価

に基づく公開授業に選出された。 

 

４ 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 

 

  

５ その他 

 

 

  

 



 

職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 
事      項 年月日 概      要 

１ 資格，免許   

２ 特許等   

３ 実務の経験を有する者につい

ての特記事項 
  

４ その他   

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（著書）     

１『忘却の記憶 広島』 共著 

(編者) 

平成30年10月 

 

月曜社 編著。「〈平和都市〉空間の系譜学」

を執筆。全体の編集とともに、担当

論文では〈平和都市〉理念の生成と

相互作用の過程を読み解き、その端

緒、成立および系譜、いわば〈平和

都市〉化という様相の解明をはかっ

た。都市理念と都市景観の相互連関

を、都市社会学や人文地理学による

知見をもとに明らかにし、〈平和都

市〉による「復興」が孕む空間論的

含意を提示した。(pp.126-173。東琢

磨、川本隆史、柿木伸之など計 12 名

執筆。) 

 

２『惑星都市理論』 共著 

(編者) 

令和3年4月 以文社 編著。「ポストコロニアル都市理論は

可能か」および「あとがきにかえて：

それでも惑星都市を彷徨するため

に」を執筆。全体の編集とともに、

担当論文ではカリフォルニア大学バ

ークレー校のアナーニャ・ロイらに

よって主導されるポストコロニアル

都市理論の方法論を明らかにすべ

く、「なぜいまポストコロニアルな都

市研究なのか」、「ポストコロニアル

都市理論はなぜ必要とされているの

か」といった問いのもと議論を展開

した。(pp.185-225、387-401平田周、

大城直樹、原口剛など計 11 名執筆。) 

 

3『Chim↑Pom 展｜ハッ

ピースプリング カタロ

グ第 2 巻(ドキュメント

版)』 

共著 令和5年8月 美術出版社 「すべてのものをただしいところに

―文化が都市を／都市が文化を殺す

とき」を執筆。これまで日本語圏で

は看過されてきたリチャード・フロ

リダによるクリエイティブ都市論か

らの転向、都市空間における「多様

性」言説の逆機能性について論じ、

ジュディス・バトラーのパフォーマ

ティビティ概念を導きの糸として、

日本を代表するアーティストコレク

テ ィ ブ で あ る Chim ↑ Pom from 

Smapa!Group の改名騒動における意

義を、都市理論の観点から詳らかに

した。(pp.136-148。伊藤亜沙、五十

嵐太郎、金原ひとみ、アーサー・ビ

ナードなど計 12 名執筆。) 

 

 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

１「大東亜共栄圏と観光

立国の夢：小山栄三の観

光宣伝論に見る『イデオ

ロギーの着脱可能性』に

ついて」（査読付） 

単著 

 

平成28年1月 

 

『言語・地域文化研究』

第 22 号、pp.321-328 

 

日本社会学黎明期の泰斗である小山

栄三の「宣伝論」を理論的に探求し

た。「大東亜共栄圏構築」における

パブリック・リレーションズ的手法

の導入や、その最終的な成果として

の国際観光ネットワーク構想などを

資料体から読み解き、戦前戦後を一

貫してイデオローグとして活躍した

小山の経歴と照合したうえで、戦時

期の世論研究から現在のインバウン

ド・マーケティング的視点に連なる

メディア論的視座の水脈を明らかに

した。 

 

２「日々の喪失、平和の

喧伝: 相生通りと動員

される『平和都市』」（招

待あり） 

単著 

 

平成28年7月 

 

『現代思想』第 44 巻 15

号、pp.116-128 

2016年5月のオバマ前米国大統領の

広島訪問を手掛かりに〈平和都市〉

の都市イメージを手中にしながら復

興を果たした広島を、言説、都市計

画、メディア戦略の観点から分析し

た。いつ、そしていかに広島は〈平

和都市〉となったのかを問いに据え、

実際の都市復興に先駆するように構

築され、またその理念をもとに市民

動員が図られる過程をコーパスから

導出し、メディア論的、集合的記憶

論的視点から〈平和都市〉の形成を

検証した。 

 

３「『平和都市』の『原

爆スラム』――戦後広島

復興期における相生通

りの生成と消滅に着目

して」（査読付） 

単著 

 

平成28年9月 

 

『日本都市社会学会年

報』第34号、pp. 124-142 

 

戦後すぐから形成されたかつての巨

大なバラック街、「相生通り」が「原

爆スラム」という呼称をもとに消滅

するプロセスを描出した。かつての

軍事的中枢が原爆体験により消滅

し、都市復興に比してバラック街と

化していくなか、ローカルエリート

や社会調査、そして地方メディアの

特集など、様々な力学のなかで「原

爆スラム」と名指されるに至るプロ

セスを論証した。 

４『〈平和都市〉広島を

めぐる空間論的研究』

（査読付） 

単著 

 

平成31年2月 

 

東京外国語大学大学院

総合国際学研究科、

pp.1-222 

学位論文。本論文は戦後広島におけ

る〈平和都市〉理念の生成、この理

念による都市形成プロセスを理論と

事例の両面から検討することによ

り、普遍的なアーバニゼーションを

駆動する潜勢力の解明を試みた。本

論文は第一部「理論的視座の定位」

と第二部「事例の検討」、序論と結論

で構成される。世界的な都市研究の

潮流を踏まえ、アンリ・ルフェーヴ

ルの読み直しおよびミシェル・ド・

セルトーの批判的読解を理論的背景

に据え、近現代にわたる広島の〈平

和都市〉化をめぐるポリティクスの

全容を明らかにした。 

 

 

 

 



 

著書，学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所，発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（学術論文）     

５「惑星都市彷徨 ──

ウィルスの蔓延する街

路を踏査することは可

能か」（招待あり） 

単著 

 

令和2年9月 

 

『建築討論』(令和2年9

月1日公開)  

 

「特集：感染症と都市地理学 ──コ

ロナ危機以降の「再-距離化世界」」

へ寄稿。COVID-19のパンデミックの

最中における都市研究の方法論を歴

史的に再検討した論考。フリードリ

ヒ・エンゲルスの社会踏査、高野岩

三郎の主導した「月島調査」を題材

に、公衆衛生問題と(これまでの)パ

ンデミックの最中に生まれた都市研

究のあゆみを読み直し、ガヤトリ・

C ・ ス ピ ヴ ァ ク に よ る 世 界 化 

worlding のポリティクスを媒介と

する新たな空間論的視座を提示し

た。(https://onl.la/sCr1zLw) 

 

６「『大広島』と近代都

市の夢想──『復興』メ

ディアイベントの起源

を遡行する」(査読付） 

単著 

 

令和4年3月 『広島文教グローバル』

第6号、pp.31-46 

1920年代後半に提唱された「大広島」

と、それを具体化すべく展開された

1929年の昭和産業博覧会を対象に、

その内実と含意を明らかにすること

をとおして、本論は原爆体験という

出来事をも貫通した都市復興のダイ

ナミズムの端緒を描出した。『大広

島の建設』などの刊行資料、『中国

新聞』といった地方メディア、観光

地図などの宣伝媒体を資料体に、近

現代広島の都市像が彫琢されるうえ

でのひとつの源流の痕跡を提示し

た。 

 

 

https://onl.la/sCr1zLw

